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中央地域センター管内人口 174,863人（男 79,261人 女 95,602人） 世帯数 92,470 〔平成31年3月末日現在）

≪新しい地域コミュニティのしくみづくりが広がっています≫

令和元年5月

長崎市中央地域センター

地域支援室（まちづくり支援係）発行

長崎市桜町2番22号 ℡829-1418

※「さくらまち通信」は、原則、中央地域センター管内の小学校区へ配布しております

新しい元号は『令和』。どんな時代になるか楽しみですね。

中央地域センターから地域の情報をお届けします！！

現在、地域では、自治会をはじめ青少年育成協議会や社会福祉協議会地区支部、PTAなど目的に応じてさまざ

まな団体が活動しています。今後、さらに多様化・複雑化していく地域課題に対応するためには、これらの団体

の連携を強め、多くの地域の皆さんが話し合って、自分たちの地域に必要なことを「地域で決めて、地域で実行

する」しくみが必要だと考えています。

その主体となっていただきたいのが、地域コミュニティ連絡協議会です。

地域コミュニティ連絡協議会とは

範 囲：おおむね小学校区

構 成：自治会をはじめとする地域のさまざまな団体で構成

活動内容：地域の皆さんで話し合って策定した「まちづくり計画」に基づく活動

～地域コミュニティ連絡協議会設立までの具体的な流れ～

地域コミュニティ連絡協議会の立ち上げ準備

・準備委員会をつくる

・まちづくり計画の作成

・組織のカタチの検討

まちづくり計画完成

地域コミュニティ連絡協議会の設立

・計画や組織のカタチを共有

地域コミュニティ連絡協議会の活動

・事業計画を立てて、実行

戸町小学校区は今ココ

地域の機運づくり

・市からの説明

・先進地事例など
高尾・西城山小学校区は今ココ

話し合いの場を開催

地域のみなさんで事業をやってみよう！話し合いの場で報告

準備段階から地域のたくさんの方

に参加してもらうことが大切です。

中央地域センター管内では、

戸町、西城山、高尾の3地区で

具体的な動きが進んでいます！

中央地域センター管内の地域コミュニティ連絡協議会設立への動きをご紹介！

長崎市も地域と協働・連携し

て、さらなる課題解決に取り

組むことを目指します！

～地域コミュニティのしくみのイメージ～

地域の力を集めて自分たち

のまちは自分たちでよくし

ていく姿を目指します。



「話し合いの場」に参加してみよう！
「西城山小学校区」「高尾小学校区」では今後も話し合いが進んでいきます。途中からでも参加できる内容と

なっていますので、お住いの方はぜひ、ご参加ください♪

また、この他の地域でも、地域コミュニティのしくみづくりのための準備が進ん

でいます。お住まいの地域で「話し合いの場」などが開催される場合は、自治会回

覧板などでお知らせされる予定ですので、こちらにもご注目ください！

市の統計から、西城山小学校区でも人口減少や少子化、高齢化が進んでいることを確

認しました。このような状況でも地域が今後も活性化するために、各団体及び各世代の

皆さんに協力してもらい、準備委員会を設立しました。設立前に行った研修会や意見交

換会では多様な意見が出され、じっくり話し合いをできたことが良かったです。

話し合いの場でも三世代の皆さんから建設的な意見やアイ

デアをいただいています。回数を重ねるごとに住民同士の絆

も深まり、嬉しく思います。

これから20年後も暮らしやすい西城山であり続けるために

みんなで地域の将来を考えていきたいと思っています。

「西城山小学校区」

「高尾小学校区」

戸町小学校区では、平成30年4月～12月に地域住民による話し合いの場（とまち”ミライ”トーーク！）

を5回開催し、「まちづくり計画」を策定！地域コミュニティ連絡協議会である「戸町みらいまちづくり協議

会」が平成31年3月27日（水）に設立されました。

「戸町小学校区」

中央地域センター管内の地域コミュニティ連絡協議会設立への動きをご紹介！

市の地域説明会を聞く中で、戸町小学校区でもやってみようという雰囲気が地域に

出てきました。その後、先進地視察やまちづくりの勉強に参加する中で「自分たちの

まちは自分たちで良くしていかなければ！！」という気持ちが高まり、準備委員会を

立ち上げました。

話し合いの場を重ね、住民の皆さんの総意でまちづくり計画を策定することができ

ました。回数を重ねるごとに住民同士の関係が近くなった

ことも良かったです。

今後は、人と人がつながるきっかけにもなるため、年に

1回は全体交流会を開催したいです。「この前はどうも」

と気軽に言えるようなまちになっていけば良いと思います。

高尾小学校区では、地域住民による話し合いの場「たかおワクワク未ーティング」を開催しています。

3月24日（日）には第2回が開催されました。今回は、第1回で出た意見を5つの分野に分類し、その中から

参加者が興味のある分野を選び、グループごとに分かれて自由に「まちの目指す姿」「現状・問題点」

「私たちにできること」を話し合い、各グループでどんな話が出たのか、それぞれ発表を行いました。

「これからの高尾をどうしていこうか」と、地域にある各団体の代表者に集まっ

てもらい、話し合いを重ねてきました。

そこでは「もっとみんなでつながることが大事だ」と

いう意見で一致し、地域のさまざまな世代の皆さんの声

を聴く「たかお ワクワク 未ーティング」を開催するこ

とになりました。これからの高尾のまちづくりの参考に

していきます。

高尾小学校区コミュニティ

連絡協議会設立準備委員会

野口委員長

（仮称）西城山校区コミュニティ

連絡協議会設立準備委員会

市山委員長

下道会長の

インタビュー

全文はこちら

「話し合いの場」

の様子はこちら

西城山小学校区では、地域住民による話し合いの場「にししろよかとこ みつくー会」を開催しています。

4月14日（日）に開催された第2回では、第1回で出た意見を5つの分野に分類し、その中から参加者が興味のあ

る分野を選び、グループごとに分かれて自由に「分野ごとの目指す姿」「現状・課題・問題点」「自分たちにでき

ること」を話し合い、各グループでどんな話がでたのか、それぞれ発表を行いました。第3回は5月12日（日）に

開催。実際にまちを歩きながら、良いところや心配なところを確認する予定です。

ミ

戸町みらいまちづくり協議会

下道会長


